
教会パフォーマンス 今日のパフォーマンスは教会

での唱歌の斉唱であった。最初、入ってきたときはとても緊張しているようで
あったが、歌っていくうちに少しづつとけてきたように見えたが、最後まで緊
張していたのかもしれない。このパフォーマンスで一番感動したことは、やっ
ぱり美香ちゃんの歌声だろう。あれだけの広い聖堂を１人の声で「鳴らす」こ
とができたのだ。美香ちゃんが歌っているとき､聖堂全体が響いて聴こえたの
だ。言葉ではあまりうまく説明できないのだが、とてもじーんと来るものがあ
った。ちなみに、書いている人間のひいきでもなんでもありません(笑)。また、
他のメンバーの方々もよく練習されたみたようで、てとてもきれいな歌声で大
成功をおさめることができたと思います。また機会があれば、今度は日本の教
会で歌えたらいいですね。あと、ここでの写真撮影には、１日「せんぞく」カ
メラマンが活躍していたようだった(笑)。〔なっぱ〕

お散歩タイム・撮影会 St.John The Divine 教会

でのパフォーマンスを終えた後は、お散歩と撮影会である。先ほど決めた班分
けにしたがって、教会の前でお行儀良く整列して、メンバーの出てくるのを待
った。ここで、メンバーをためす企画を提案。どこが誰の列だかを教えないで、
メンバーが自分の班だと思うところについてもらった。みんな、何のためらい
もなく正解するメンバー。さすが、ニューヨーク５日間、毎日顔を合わせてい
ればわかりますね。唯一、ぎょっとしたのが本田さん。なぜかといえば私が一
番前に立っていたからである。おれだって博子ちゃん好きだもん。(笑)

各班ごとに近くの撮影会会場まで移動する。これが、「お散歩」である。班
分けはただこの 10 分弱のために、10 分以上かけて行われたのである(笑)。
撮影会会場は教会裏の公園。天気は絶好調。場所は屋外の緑多い公園。撮影

者 51 名にメンバー 8 名。撮影時間は休憩含めて約 2 時間。これだけの条件を
そろえた撮影会は、もうほとんどないであろうと思われる好条件の撮影会であ
る。 最初は、芝生の上にメンバーが並ぶ。背景にはさっきパフォーマンスを
した教会が上のほうに見える。素晴しいシチュエーションである。客も特に班
分けされることなく、全員で時間を長くという方向になったので、ますます撮
りやすい。実際、メンバー一人に対し 2 ､ 3 人で撮影するということもあるの
である。 次は木陰の下でバックは公園の柵越しにレンガの建物が並ぶ街が見
えるというもの。客の動きによって、下手をすると撮影者が誰もいなくなって
しまうこともある(苦笑)。実際、私も私がいなくなったら本当に誰もいなくな
ってしまう状況になって、離れられなくなったこともしばしば。なにもみんな
で混んでいるところに固まっていなくてもねぇ。 最後は池の前のベンチに座
っているポーズ。池とベンチの間の小道に撮影者は固まることとなる。油断を
すれば池にボチャリだが、さすがに落ちた人はいなかった。ここは太陽の下の
逆光であるため、ポートレートを撮るには絶好のロケーション。手のかけ方や
足の組方などいろいろポーズがとれる。なかには、「ベンチに寝て」というと
んでもない声もあがったが、そのまま実行してしまう斉藤さんには感謝の意を
念じてやまない。 好条件の撮影会で、最終日ということもありメンバーと客
も慣れきっているため、和やかなうちに終了した。みんなの写真のでき上がり
が、とても楽しみである。〔ちろ〕

フェアウエル パーティ いよいよ NY ツアーの
最後を締めくくるイベント「フェアウェルパーティ」です。初日のディナーパー
ティとは違って、お客さんのテーブルにはお客さんのみがつき、メンバーはメ
ンバーだけで単独のテーブルにつくという配置。メンバーと話ができなくて残
念という人もいましたが、最後くらいまわりに邪魔されない状態で料理を食べ
させてあげなきゃね。 で、進行はこんな感じです。
<mc01> 本田
<M01> 峠の我が家 (vo)橋本、松井、本田、斉藤、宮田、菊地、井上、小林
<M02> 浜辺の歌 (vo)松井、橋本、菊地、井上
<M03> 故郷  ふるさと  (vo)本田、橋本、斉藤、井上
< 突然コーナー >
<M04> わかるといいね (vo)橋本、小林
<M05> 燃えない心 (vo)松井 (da)本田、斉藤、橋本、宮田
<M06> 若き智恵を讃えた天使たちの詩 (vo)松井 (da)斉藤、本田、宮田、橋本
< お客さんの感想コーナー >
<M07> 愛と勇気と思いやり (vo)橋本、本田、菊地 (da)小林、宮田、井上、斉藤
<M08> 少年よ大志を抱け (vo)菊地 (da)宮田、斉藤、橋本、本田、井上
<M09> テスト (vo)小林 (da)井上、橋本、斉藤
<M10> 初恋にサヨウナラ (vo)井上 (ch)菊地、斉藤、橋本
<M11> 恋愛知動説 (vo)菊地、橋本、斉藤、井上
<M12> ダンシングセブンティーン (vo)橋本 (ch)斉藤、菊地
<M13> 涙のエンブレム (vo)橋本 (da)本田、菊地、斉藤、小林、井上、宮田
<M14> いつものように (vo)斉藤 (ch)橋本、井上 (da)松井、本田、菊地、小林
< ニューヨークの感想 >
<M15> 地球に愛を (vo)斉藤、本田、井上、菊地、橋本 (da)小林、宮田
<M16> さよならは出逢いの明日へのしるし (vo)松井 (da)宮田、斉藤、本田、橋本
<M17> 終章～エピローグ～ (vo)菊地、宮田、橋本、本田、井上、斉藤、小林、松井
<mc02> 本田

「突然コーナー」では各メンバーが NY に来てみて「わかったこと」「しでかし
たこと」を語るコーナー。小林「NY は電気とか明るくて派手だと思ってたけ
ど、建物一つ一つが芸術的」「ライブの前に部屋で寝てたら寝坊した」松井「街
を歩いていてあいさつするとちゃんと返してくれる」「同室の美香さんがスパ
ッツとタンクトップ姿でお菓子を食べてたら、トイレから黒人男性(実はトイ
レ清掃の人)が出てきた」井上「英語を話せなくても通じる」「部屋にあったゲー
ムを、お金がかかると知らずにやってしまった」宮田「こっちの人は背が小さ
いと若いと思うらしい」「コーヒーメーカーに水を入れ過ぎて溢れさせてしま
った」菊地「どこに行っても寒い」「衣装のハカマの片側に両脚突っ込んでス
テージに出た」斉藤「タクシーの運転が荒い」「部屋のベッドがダブルとシン
グルだということに前日まで気付かなかった」橋本「NY は全然怖くない」「目
覚ましの時間をセットし間違えてあせった」本田「一日の半分飛行機の中にい
たのに、そんなに時間がかかったと感じない」「ナイキタウンで人にぶつかっ
て『Sorry』と言ったら、日本人だった」。 次のコーナー「お客さんの感想コー
ナー」では、まずはお客さんの感想が整理番号順に延々と続きました。初めて
名前を認識した人や、初めてメンバーに本名を知られた人など(苦笑)いろいろ
な人がいたようですが、かなり多くの人が「海外は初めて」ということで、多
様な驚きに満ちていました。ちなみに進行はメンバー 4 人ずつが前後半に分か
れて行ないました。前半は「井上、斉藤、菊地、本田」後半は「宮田、橋本、
松井、小林」でした。進行役じゃないメンバーはその間に食事をとっていまし
た。その後メンバーが東京に帰ってしたいことを話しました。井上「豆乳が飲
みたい。牛乳でも」斉藤「お父さんとお母さんの間で寝たい」橋本「家で飼っ
てるジャンガリアン 10 匹に会いたい」菊地「納豆ご飯が食べたい」本田「ジ
ュディに会いたい」宮田「家のベッドで寝たい」松井「烏龍茶が飲みたい」小
林「おばあちゃんに会いたい」。 その後の「<M09> テスト」のときに松井
が出てこないので不安に思っていた人が多数いたようですが、後に鼻血が出た
ためということがわかってちょっと安心(?) 最後の「NY の感想」は、小林「日
本ではできない外人との会話などができて素晴らしい」菊地「時間がぎっしり
だったけど、みなさんと一緒にいたときが楽しくてのんびりできた」斉藤「NY
行きは迷ったけど来てみたら楽しかった」本田「自分がどう変わるか楽しみだ
った。何事も体験で、みんなでがんばってできた」井上「一生懸命練習した唱
歌が外人に良かったと言われて嬉しかった。The Cooler ではすごく声が出て
気持ちよかった」宮田「最初は早く帰りたいと思ってたけど、思い出してみる
といろんなことが良かったなと感じた」松井「旅行に行くと必ず体調崩してし
まうので心残り。でも楽しかった」橋本「初めての海外旅行が NY ですごく良
かった。日本と違った NY の一面が見られて、いい体験ができた」。 歌の方
はパーティの雰囲気に合わせて、ファンさんも特に騒いだりせず、比較的落ち
着いて聞く事ができました。食べながら聞いていたからというのもありますけ
どね。ファンさんが食べてる姿を見て羨ましがってたメンバーもいたようです
(笑) すべてのステージが終了した後、握手会です。 菊地、宮田、井上、橋
本、小林、斉藤、松井、本田の順(だっけ？)に握手をして退場という形で行わ
れました。いろいろと話もあったでしょうがなにぶん結構な時間になっていた
もので、あまりしゃべれない人もいたようです。このＮＹ公演の集大成、博子
ちゃんも涙をこらえながら必死に笑顔で応えようとしてる姿に、ロクな言葉も
かけてやれませんでした。やっぱり一生懸命練習したんだろうし、すごいこと
をやり遂げたんだから、思わず涙が込み上げてくるのもやむを得ないでしょう。
ともあれ、SKi 史上最大のイベントを締めくくるに相応しいパーティだったと
思います。〔大島健太〕

おまけ フェアウエルコンサートが終わり。感動の握手会が終わった。あ
とは日本に帰るだけ。そういえば、日本はそろそろしのさんのピクニックをや
っているはずだなあ。国際電話というものも体験しておくか。と言うことで、
日本の携帯電話に電話してみた。まずはおとーと。ううむ、呼び出すけど出な
い。次は HIDE だ。「もしもし、ちろでーす。しのどう？」「HIDE です。しの
はあいかわらずだよ。チョット待って。代わるから」「ちろさんなんでニュー
ヨークなんているんですかぁ？」ショックのあまり、あとの愛ちゃんとの会話
は覚えていない。〔ちろ〕

今日の予定
10:00 荷造り完了
10:50 ロビー集合
11:00 ホテル出発
14:00 ＪＦＫ空港発

メンバーからの一言
＝本田博子ちゃん＝

ＮＹまで来てくれてありがとうございます。
今度皆さんが、ファンの方達で行くときは、
ついていきたいな。

関係者からの一言
＝サエキケンゾウ＝

すごくうまくいきました。ＳＫｉがインター
ナショナルを見てるのがよくわかりました。

リーダー就任１周年
本田博子ちゃんが昨年 9 月 1 日にＳＫｉ４代目リーダーに就
任してから１年が経ちました。その間携帯電話使用に関する
条例化運動、ポイ捨て禁止及び歩行喫煙禁止活動などさまざ
まな社会活動に参加するＳＫｉの中心となって活躍されて来
ました。これらの１つ１つの積み重ねが、今回のＮＹ公演の
開催に繋がったと思います。このＮＹ公演の成功が、リーダー
就任１周年という記念日への何よりもの贈り物になるでしょ
う。博子ちゃん、本当におめでとう。
最後に、このお祝いの言葉を伝える機会を作っていただいた和田さん及びスタ
ッフの皆さん、ありがとうございました。〔拡声器〕
博子ちゃんからのメッセージ「どうもありがとうございます。今年もまた私が
リーダーをやらせてもらうので、一生懸命頑張りますので応援してください」
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